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ＩＣＴ活用工事 （河川構造物） 3次元データで「見える化」「高精度化」「効率化」

 3次元起⼯測量で作業を『⾒える化』
施工場所は干潮時でも水面下であるた

め、水中部と陸上部の起工測量を3次元
測量で行い、点群データを基に測量成果
(現況横断図)を作成。

水面下の『見える化』で、潜水士との
打合せで施工指示が出来る環境となり、
水深部に点在する巨石の確認や対処方法、
水中の袋詰玉石の法尻位置を把握するこ
とができた。

 ３次元設計データと⾃動追尾測量で
『⾼精度化』を実現！

3次元設計データをスマートフォンの観
測アプリに入れ、位置情報がリアルタイ
ムに表示され、自動追尾機能を有したTS
を用いて本現場の測量を行った。
施工中は構造物の精度を限りなく誤差ゼ
ロに近づけるよう、パネル据付ごとに位
置確認を行った。結果、精度の高い構造
物を造ることが出来た。

 3次元データと施⼯管理
ソフトで⼟量算出

3次元点群処理ソフト
【TREND-POINT】を使用し、
起工測量の点群データと掘
削・床掘の3次元設計デー
タから容易に土量算出した。

観測アプリが入った
スマートフォン

（トータルステーション）
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 クラウド機能付き機械制御および誘導システム 施⼯履歴データを⽤いた出来形管理
河川内の堆積⼟砂の撤去⼯事であり、河⼝付近のため潮の⼲満を受け、掘削後の完成断⾯は⼲潮時でも⽔中になり、丁張の設置や出来
形確認が難しい状況であった。
施⼯履歴データを⽤いた出来形管理を採⽤した。これにより掘削⼟量、出来形がクラウドを介して専⽤ソフトにより現場事務所のパソ
コンから⽇々確認でき、掘削の進捗管理、⼯程管理に役⽴った。また、丁張不要による省⼈化、⾯管理による⼟量の⾃動算出、数量計
算書、出来形調書の書類作成の軽減など省⼒化が出来た。

 3次元データ化とＩＣＴ建機等（TLS・MC・MG）による施⼯
起⼯測量ではレーザースキャナー（TLS)を使⽤し３D測量を⾏い成果は点群処理を⾏ってデータ化し、設計図⾯の地盤線の⽐較を⾏っ
て差異がないことを確認できた。
ICT建機によるマシンコントロールでの施⼯により丁張の設置が不要になり、省⼈化と⼯期短縮及び重機災害事故防⽌に貢献した。

ＩＣＴ活用工事 （河川土工） 施工履歴データを用いた出来形管理
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■クラウド機能付き機械制御および誘導システム ■3次元データ化とＩＣＴ建機等（TLS・MC・MG）による施⼯

現場
クラウド

事務所



ＩＣＴ活用工事 （河川土工） スマートフォンでスピーディーに土量を算出

 スマートフォンで⼟量を算出
現場から搬出する⽯材の数量をスマートフォン活⽤３D計測ソリューションを⽤いて算出した。
スマートフォンを⽤いて盛⼟を動画撮影・３Dモデル化し⼟量を算出するシステムである。動画撮影から暫定数量算
出までが速く、点群データを解析し3Dビューでの出来⾼調書が数量計算書にそのまま使えるので、書類作成の軽減
になり省⼒化になった。
撮影するには対象物からある程度の距離が必要だったので、そこを解消できればスマートフォンで使⽤できる⼿軽さ
で活躍の場は増えると思う
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■点群データによる⼟量の算出■スマートフォンによる点群データの取得⾵景等

現地一人で
動画撮影可能！

使用機材は、
『スマｰトフォン+α』

一人で携帯ｽﾏﾎ



ＩＣＴ活用工事 （河川土工） 施工履歴、任意断面を活用し省力化と品質向上

 施⼯履歴を活⽤し施⼯管理を⼤幅に省⼒化
作業は水中掘削が主であり、施工管理や出来形管理が容易にでき

ない為、SMARTCONSTRUCTION Dashboardを活用し施工履歴データ
を用いた管理を行った。

バックホウのバケットが通過した軌跡を点群データとして取得し
クラウドサーバーに送信することで、PC上でリアルタイムに施工の
進捗が確認できる。また、取得した点群データは出来形管理に使用
することができる。目視で確認できない水中部でも施工中の測量や
出来形測量が省略できるため大幅な施工管理の省力化を図ることが
できた。

 任意の設計断⾯を追加し品質を向上
発生土は他工事の道路盛土材料として使用される予定であっ

た為、草根等の不純物が多量に混入しないよう、最終掘削形状
の3次元管理だけでなく、草根混じり土の3次元管理も行った。
まずドローンでの空中写真測量を実施し、点群地形データを取
得。次に、各横断測点で試掘を行い、草根混じり土の横断形状
（剝ぎ取り深さ）を決定し、３次元設計データ化したものをICT
バックホウに読み込ませ掘削した。横断測点だけでなく掘削範
囲全体をマシンコントロールで掘削できるため草根混じり土を
確実に除去することができた。
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ＩＣＴ活用工事 （河川土工） 3次元点群を活用し土量算出・施工管理を効率化

 3次元点群を活⽤し⼟量の算出・施⼯管理を効率化
3次元点群処理ソフト「TREND-POINT」を活用し横断線の抽出、

施工土量の計測、出来形管理を行った。
空中写真測量により取得した着手前の点群地形データと3次元設

計データを点高法により比較することで正確な土量計測が行えた。
また、3次元点群データより横断線の抽出も行えるため、従来の横
断測量が不要となり大幅な作業工程の短縮が実現できた。

出来形管理では、空中写真測量または施工履歴より取得した点群
データと3次元設計データを比較することで出来形管理帳票を作成

することができた。

 3次元モデルで説明性を向上
3次元モデルソフト「TREND-CORE」を活用し、2次元的な図

面や文章だけでは伝わりにくい問題に対して、3次元モデルを利
用することで立体的に分かりやすいイメージデータで共有を図っ
た。また、作業員や発注者との工事情報の共有と安全の向上に繋

げることができた。
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ＩＣＴ活用工事 （砂防） らくらく測量で効率化

 3次元設計データの作成と⾃動追尾型TSによる らくらく測量で効率化。
3次元設計データを作成し、そのデータを元に杭ナビを使⽤した測量を⾏った。
従来の測量では、2⼈以上必要だが、杭ナビを使⽤することでワンマンでの測量が可能となった。その結果、丁張の
設置等が容易となり、作業効率及び⽣産性の向上に繋がった。
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ＩＣＴ活用工事 （道路改築） 複雑な地形を3次元で可視化

 複雑な現場を3次元測量で可視化
作業⼟⼯の掘削等が多く、切⼟法⾯の変化点が複雑であった為、無⼈航空機及び、地上レーザースキャナーによる

測量を⾏い、TREND-POINT(3次元点群処理）にて現況との取合せ計画や⼟量を把握できることにより早い段階での
協議ができた。⼜、重機オペレーターにも説明しやすく⼿戻り等もなかった。
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ＩＣＴ活用工事 （道路改築） 複雑な現場を3次元で可視化

【中村】令和2年度 窪川佐賀道路熊野浦改良⼯事 植⽥興業（株）

 複雑な現場を3次元測量で可視化
現場が複雑であった為、無⼈航空機による測量を⾏い、TREND-POINT(3次元点群処理）にて現況との取合せや計画
を把握できることにより早い段階での協議ができた。⼜、作業員にも説明しやすく⼿戻り等も無かった。
 簡単に頻度の⾼い測量で、出来映え向上
本⼯事では、事前に無⼈航空機(ドローン)による3次元測量を実施し、擁壁⼯・⽯・ブロック積⼯などの3次元設計
データ(計画)を作成し全⾃動光波「どこでもナビ」にて施⼯管理を⾏った。
『どこでもナビ』は、どこの部分でも位置や⾼さが把握できるため、ブロック積⼯に於いては、丁張も設置せず、ブ
ロック1個１個の位置・⾼さを確認しながら施⼯できる為、ブロック積の法線等(美観)が⾮常に良い構造物となった。
⼜、作業員でも簡単に操作ができる為、⽣産性の向上が図れた。
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ＩＣＴ活用工事 （道路改築） ＩＣＴのフル活用

 ICTのフル活⽤
建設⽣産プロセス①〜⑤の⼀連の施⼯はもちろんのこと、「普段使いのICT」をコンセプトに⽣産性向上を⽬指して
います。
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ＩＣＴ活用工事 （道路改築） i-Constructionの取り組み事例

■これまでのi-Constructionの取り組み事例
2017年、直轄⼯事で成し遂げたICTの完全内製化。ここから当社のi-Constructionはスタートしました。
当社では⽣産性の向上と経営環境のさらなる改善、社員の賃⾦⽔準向上を図り魅⼒ある建設現場の実現を⽬指すた
めi-Constructionに全⼒で取り組んでいます。
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ＩＣＴ活用工事 （道路土工） 道路盛土、法面整形工でＩＣＴフル活用

 道路盛⼟、法⾯整形⼯でＩＣＴ活⽤
路床盛⼟箇所の法⾯整形施⼯に際し、マシンガイダンスのバックホウを⽤い法⾯整形及びTS・GNSSによる締固め
回数管理技術を⽤いた管理を実施。また、ICT⼯法説明看板を隣接する道路に設置し⼀般の⽅にアピールした。
弊社としてICT施⼯のノウハウや理解度が深まり、また、⼀般の⽅へ建設業のイメージアップをすることが出来た。

 3次元設計データの作成
⾃社保有の3次元点群処理ソフトを⽤いて3次元設計データを作成。⾃社保有の為、労務・⼯程が短縮された。

■道路盛⼟、法⾯整形⼯でのＩＣＴ活⽤ ■3次元設計データの作成
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ＩＣＴ活用工事 （道路土工） ＩＣＴを施工にフル活用 と 広報

 ICTを施⼯にフル活⽤
（①空中写真測量（無⼈航空機）による起⼯測量、②３次元設計データ作成、③ＩＣＴ建設機械による施⼯）

 中・⾼⽣向けの出前講座等を通じ、建設業への関⼼・理解を促進

■ＩＣＴを施⼯にフル活⽤
ICT（情報通信技術）の活⽤として、①空中写真測量（無⼈航

空機）による起⼯測量、②３次元設計データ作成、③ＩＣＴ建設
機械による施⼯を実施。

■中・⾼学⽣向けの出前講座等
地元中学校に出向き、道路の事業の説明、ICT施⼯などの

新技術についての説明、ドローンの操作体験、パワーショベル
の操作体験、複合現実MRシステムの体験を実施し、⼟⽊⼯事
への関⼼や理解を深めてもらった。
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ＩＣＴ活用工事 （道路改築） 地盤改良でＩＣＴ活用

■快速ナビ等でのワンマン測量
ＩＣＴ施⼯現場端末アプリ（快速ナビ）と⾃動追尾式ＴＳ、⾃動追尾レイアウトナビゲーター（杭ナビ）を使⽤し、従来は複数名で
⾏っていた測量作業（位置出しや丁張設置、出来形確認、施⼯段階のチェック等）を「ワンマン」で⾏うことができ、⼤幅な省⼈化や
効率化が図れた。
■地盤改良でICT活⽤

地盤改良⼯事（中層混合処理）において、攪拌機の位置と改良深度を計測し、施⼯状況を管理するシステム「ホール・ナビ」(QS-
170043-A)を使⽤した。 これにより、改良の施⼯が⾃動計測されPC画⾯上で改良位置と深度がリアルタイムに確認できるため、即時
の情報共有が図れ、地中における不可視部の施⼯状況を可視化して出来形等の把握が容易となった。
■施⼯管理ソフトウェアの活⽤

施⼯管理ソフト「デキスパート」(KK-110050-VE)を使⽤することにより、イラスト付の分かり易い施⼯計画書や出来形管理図等の帳票
を容易に作成することができ、また、積算情報の取込みや測量等の各ソフト間で連動し、重複した⼊⼒作業を省くことで、ミスの軽減
や作業時間が⼤幅に短縮し、作業の効率化を図ることができた。
■⾃動追尾式TS・快速ナビ・杭ナビを活⽤したワンマン測量 ■地盤改良オペレータシステム

■施⼯管理ソフトによる写真管理
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ＩＣＴ活用工事 （橋梁補修） ＩＴ機器等を使い作業を効率化

 ICT技術を活⽤し、業務の効率化や現場との移動時間を削減することで、負担軽減、労働時間削減。
１．ウェアラブルカメラ（2台利⽤）を採⽤ ・・・ 現場とのリアルタイムな接続で効率化・精度向上
２．携帯端末の活⽤ ・・・・・・・・・・・・・・ 資料の電⼦化並びに共有化により作業の効率化
３．電⼦⼩⿊板 ・・・・・・・・・・・・・・・ 電⼦⼩⿊板と連携した写真管理ソフトの利⽤で効率化・省⼒化を実現
４．⽴会､野帳のペーパレス化 ・・・・・・・・・ ⽴会資料や野帳をペーパーレス化し業務を効率化

■⽴会､野帳のペーパレス化
⽴会資料や野帳を電⼦化して

タッチペンでの記録をおこなうこ
とで業務を効率化

■ウェアラブルカメラ（2台利⽤）を採⽤
事務所に居ながらにして、リアルタイムで現場を確認可能。削孔

位置の変更等も応⼒検討書やCAD図⾯を確認しながら指⽰でき速や
かで間違いの少ない施⼯を実施。 また、品質証明や監督員の遠隔
臨場、社内管理部の現場状況把握などにも活⽤。

■電⼦⼩⿊板
電⼦⼩⿊板（現場DEカメラ⼟⽊版）と連携した写真管理ソ

フト（現場編集⻑）を利⽤することで業務の効率化・省⼒化
を実現。
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■携帯端末の活⽤
iPadなどの携帯端末と

Dropboxの利⽤で様々なデータを
現場から閲覧・記録。

携帯する資料の削減とともに、
更新された内容をリアルタイムで
確認し、迅速な計画・施⼯を実現。



ＩＣＴ活用工事 （鋼橋上部工事） 新たな働き方の提案 と 女性の活躍

 ワンマン測量システム活⽤ と テレワーカー活⽤による新たな働き⽅
⼀般に、レベルや光波を⽤いた標⾼・⽀間⻑の測量は、２⼈１組で⾏い、計測値は野帳に記⼊し、現場職員が⼿打ち
でExcelに転記し、帳票を作成するが、リモートコントロールシステム（NETIS:KT-100028-VE）を⽤いることによ
り、プリズムポールを持った１⼈（ワンマン）での測量が可能となり、現場職員の測量作業を省⼈化・省⼒化できる
ことを確認した。また、計測データはクラウドストレージを介して、店社（遠隔地）と共有し、テレワーカーによる
帳票作成作業を実施した。帳票作成作業をテレワーカーと分担することで、現場職員のデスクワーク時間を削減した。
（約7割の省⼈化・省⼒化効果が確認）
 ⼥性技術者の活躍推進
⼟⽊・建設業界は、⼥性がいきいきと活躍できる場を⽬指した取り組みを推進している。当現場では、⼟⽊業界にお
ける⼥性技術者の活躍を推進するため作業環境を整え、若⼿の⼥性技術者（2名）を、当現場担当者として配属した。
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§３  現場組織表
(店社担当者)

○

(技術担当者)

TEL ○ ○ 正

FAX 副

○ 正

副

TEL ○ 正

FAX 副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○ 正

副

○：現場常駐者

現場事務担当者

労務担当者 中川　武

寺口　智

現場代理人

089-994-6523

089-994-6522

三原　千明

中川　武

三原　千明

菰方　清一

交通安全
担当者

菰方　清一

伊藤　美沙樹

三原　千明

労働安全
担当者

重機管理
担当者

菰方　清一

伊藤　美沙樹

伊藤　美沙樹

三原　千明

品質管理
担当者

三原　千明

伊藤　美沙樹

測量出来形
担当者

菰方　清一

三原　千明

安全巡視員
寺口　智

三原　千明

寺口　智

菰方　清一

資材担当者
三原　千明

菰方　清一

出来形管理
担当者

菰方　清一

伊藤　美沙樹

工程管理
担当者

寺口　智

三原　千明

品質証明員

清水　慶和

TEL 06-6532-4898

監理技術者

寺口　智

089-994-6522

089-994-6523

建設副産物
責任者

写真管理
担当者

機械器具
管理担当者

赤・青枠内の
技術者が女性

■ワンマン測量システム活⽤とテレワーカー活⽤による新たな働き⽅ ■⼥性技術者の活躍推進



ＩＣＴ活用工事 （舗装修繕） UAV空撮画像で舗装のひび割れ率算出

 UAVの空撮動画を⽤い舗装⾯の「ひび割れ率」を算出し、舗装修繕区間を決定。
 次の効果が確認できた。

① ⾞道での交通規制を伴わないため交通負荷が低減。② 交通誘導警備員の配備は最⼩限（2 名程度）。
③ 交通規制が伴わないので測定に伴う費⽤が低減。
④ ひび割れを写真で確認でき、ひび割れの⼤きさ、⻑さが容易に確認できるので、パソコンでの処理でひび割れ率

を算出できる。
■UAVで撮影した画像から「ひび割れ率」を算出

撮影した道路の空撮画像。撮影した画像からひび割れ率を算出

■算定した「ひび割れ率」を道路修繕範囲を決定
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ＩＣＴ活用工事 （舗装修繕） 路面性状探査車による調査、自動追尾TSを用いた効率測量

 路⾯性状探査⾞による調査・評価
路⾯調査に、路⾯性状⾞を採⽤することにより、従来の⼈⼒調査
より早期に調査を終えることができた。
調査結果は、MCIを⾼精度で評価した。

 ⾃動追尾TSを⽤いた測量
横断測量の従来の観測データ⼿打ち⼊⼒作業を削減する為、⽔
準測量を「快速ナビ」で⾏い、切削オーバーレイソフトにSIMA
データを⾃動で取り込みした。
観測値を⼊⼒する作業が無くなり、⼤幅に舗装計画作業時間を
削減できた。
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